
 

 

 

 



■施設配置イメージ

至新宿

至立川

駅ビル

中野駅

デッキ動線イメージ

凡例

出会い
の広場

高層棟A
(商業,オフィス,住宅,
ホテル,展望施設)

高層棟B
(商業,交流施設,

住宅)

集いの広場

ホール
（屋上広場）

ア
ト
リ
ウ
ム

≪多目的ホール≫
継承：最大収容 7,000人、

ホールの臨場感と一体感を維持
向上：駅前からの視認性向上
検討：広場との一体性

≪歩行者ネットワーク≫
継承：南北軸や周辺地区につながる

歩行者動線を確保

≪アトリウム≫
継承：周辺地区につながる歩行者デッキの結節点、

立体的な縦動線
検討：視認性の高い象徴的空間、開放性の高い屋内空間

別紙

※イメージのため、具体的な配置・規模は今後の協議となります。 １



中野駅 商業南口
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ホテル

展望施設

住宅

交流施設

駐車場・駐輪場

高層棟A

≪展望施設≫
継承：展望施設からの眺望、賑わい機能
向上：北側の眺望可能、展望施設とホテルの一体運営、

展望施設の事業者保有の検討
検討：施設規模の確保

≪集いの広場≫
継承：広場規模の確保
向上：広場に面した商業配置による

賑わい充実
検討：ホールとの一体性

≪ホテル≫
継承：ホテル規模の確保
向上：展望施設と賑わい機能を集約し一体運営

≪バランスの取れた用途構成≫
向上：低層部の商業空間の充実、連続性確保

による来街者の増、賑わいの向上
検討：夜間人口増（用途構成比：住宅約６割、

オフィス約２割)に伴う周辺施設等への影
響の確認、住宅用途部分の景観配慮

≪みどりのネットワーク≫
継承：緑地規模の確保

≪環境性・防災性≫
継承：省エネルギー性能・都市環境への配慮
検討：最上級の耐震性能

立体道路
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≪出会いの広場≫
継承：広場規模の確保
向上：ピロティ空間の充実、開放性の改善

≪屋上広場≫
継承：広場規模の確保、

バンケットや子どもの屋内遊び場などと連携

屋上広場

a

従前高層棟

集いの広場
ホール 区役所側

商業

※イメージのため、具体的な配置・規模は今後の協議となります。 ２
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